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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 
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【論文内容の要旨】

本論文は、西宮神社の十日戎開門神事における福男選びに関して、文献によってそ

の変遷・展開の過程を歴史的に跡づけて分析するとともに、フィールドワークを通じ

て現在の様相を解明することを目指している人類学的研究である。

序章では、祭礼研究に関する先行研究を批判的に検討して、祭礼・神事の現場から調査

研究することの重要性を指摘し、研究方法として祭礼・神事の調査者としてのみならず、

参加者・参与観察者としてのフィールドワークに基づいて、十日戎開門神事の研究を通じ

て現代社会における都市祭礼の新たな姿を考察することを研究課題として設定する。

第 1 章では、西宮神社の十日戎の歴史的な変遷について論じている。中世以降、十日戎
は神社に籠る物忌であり、神人共食が行なわれる祭礼だったが、参詣者に福を授ける現在

の形の十日戎の祭礼へと変化したことを文献資料や先行研究から明らかにしている。

第２章では、大正期から戦前までの開門行事について、社務日誌および当時の新聞から

社会情勢と関連させながら明らかにする。阪神電車の開業によって新暦の十日戎に参詣者

が多くなり、開門により先頭で参拝すると福が来るという「一番福」の新聞記事が見られ

るようになったことを指摘する。第３章では、戦後から現在までの開門行事を検討してい

る。それは正式に 1953 年に８年ぶりに復活し、高度成長期に盛んになったが、危険防止
の理由で 1966 年にいったん中止となった後、マスメディアでは開門行事を神事として報
道して、開門神事という言葉が定着する一方で、たんなる「走りのイベント」として広ま

っていったことを指摘する。

第 4 章からは、1997 年から開門神事のフィールドに入り、参与観察してきた成果が新
聞記事を参照しながら記される。2004 年、大阪市の消防士グループがスタートの好位置を
独占し、走者を妨害する事件が起こった。そこから、参加者と神社が一緒にこの神事を運

営していこうとする機運が生まれた。４名の福男（また２名の福男の遺族）に対して行な

ったインタビューが載せられ、いずれも一番福を獲得するという競争意識で参加している

が、そのインタビューのなかから、福男となることによって「えびす信仰」が生まれてい

ることを指摘している。



第 5 章では、2005 年から現在までの動向について述べている。2004 年の事件後の対策、
また警察から要請された危険防止のために、神社や氏子青年会、それに元福男を含む有志

が集まり、対策を講ずる話し合いが行なわれ、神事に関わる「西宮神社開門神事保存会」

が生まれ、2008 年にはそこから「開門神事講社」が成立して、神事を運営するようになる
プロセスを明らかにしている。そして、この開門神事にならったイベントが 2013 年から
東日本大震災に見舞われた宮城県などで行なわれるようになったことを記している。

第 6 章では、2001 年から 2015 年まで行なった、800 名以上の開門神事参加者へのアン
ケートの結果を挙げている。テレビを中心としたマスメディアによる盛んな報道、西宮神

社へのアクセスの容易さ、そして「えびす信仰」に関する同質な文化的背景などを要因と

して、大阪を中心とする参加者たちが多くなっていったと指摘する。結章では、全体をま

とめて、現代の都市民俗に関連づけて考察している。

【論文審査の結果の要旨】

本論文は、西宮神社の十日戎開門神事における福男選びに関して、多くの文献資料を用

いて歴史的な展開プロセスを究明するとともに、1997 年から現在にいたるまで、この開門
神事に参加して、フィールドワークを通じて研究してきた成果である。文化人類学や民俗

学、社会学、観光学といった諸領域にわたるアプローチを行ない、現在では何よりも自ら

が開門神事を担う開門神事講社の一員として、参与観察をしてきたところに、本論文の大

きな特徴がある。以下、評価できる点を挙げてみよう。

 第一に、十日戎開門神事の歴史的な変遷・展開に関する先行研究がこれまでなかったな

かで、この神事の形成プロセスを明らかにしている。新聞記事を詳しく調べて、「一番福」

の言葉が 1914 年（大正３）、また「福男」の言葉が 1939 年（昭和 14）に生まれたことを
指摘している。第二に、４名の福男、また２名の福男の遺族に対して行なったインタビュ

ーは興味深い。高度成長におけるモータリゼーションによって、兵庫県北部などの漁村部

の参詣者が現われ、そのなかで香住水産加工業協同組合の「えびす講」の者が福男になっ

ており、西宮神社の十日戎でいわば本来のえびす信仰が復活したことを明らかにしている。

第三に、文献調査・面接調査・質問紙調査、そして自らをその場に置いた参与観察によっ

て、この開門神事に様々な人々が「選択縁」によって集まり、そして集合的沸騰が起こる

場、参加者にとってのアイデンティティ確認の場となっていることを明らかにしているよ

うに、都市祭礼の研究のすぐれた成果である。

開門神事の参加者に対するアンケート調査の結果は興味深いものであり、「アイデンテ

ィティ確認のために参加する」というものが多かったことを挙げている。だが、このアイ

デンティティとは様々な要素で構成され、どのような要素が参加者のアイデンティティ意

識をもたらしたのかについて具体的に分析する必要がある。また、漁業関係者が福男とな

り、そこに「えびす信仰」が見られると指摘するのはいいが、参加者全体に「えびす信仰」

があると一般化するのは問題があり、どのような「えびす信仰」なのかについて検討する

ことが大切である。だが、こうした残された課題はもとより本論文の意義を損なうもので

はなく、今後の研究を深化させていくうえでの課題と考えられるべきものである。よって、

本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものであると認定する。 


